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研究の目的   

優れた宮城県産の種雄牛を造成し地域の肉用牛の改良を推進するため，種雄牛の優れた

肉質および肉量等の能力を評価する検定（産肉能力検定）を実施しています。この産肉能

力検定の結果，「洋糸波」と「勝忠久」が選抜され基幹種雄牛となりました。  

 なお，「洋糸波」は平成 29年 7月から，「勝忠久」は同年 6月から家畜人工授精用凍結精

液が配布されます。  

研究成果   

「洋糸波」は，母の父である「茂糸波」が茂金系であることから血統的に面白みがあり

（写真 1，表 1），その検定結果では，枝肉重量，ロース芯面積，バラの厚さ，脂肪交雑に

秀でており，とくにロース芯面積と脂肪交雑は，歴代最高成績となりました（表 2）。  

 「勝忠久」は，「安福久」の息牛では初の基幹種雄牛となります。宮城県にはない別の

血統として交配しやすい種雄牛で，繁殖雌牛への交配の幅が広がることが期待されます。  

 検定結果から，枝肉重量，ロース芯面積，バラの厚さ，脂肪交雑に秀でており，とくに

ロース芯面積では歴代 2位，脂肪交雑では歴代 3位となりました（表 2）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          写真１「洋糸波」                       写真２「勝忠久」  

表１  生年月日，産地，血統，特性（優点，欠点）  

名号 生年月日 生産地 父 母父 母母父 優点 　 欠点
洋糸波 H23.3.23 栗原市 茂洋 茂糸波 北国７の８

勝忠久 H21.12.17 栗原市 安福久 勝忠平 金幸   発育、体積、資質   やや体上線、肋張

  発育、資質、体伸   肩後、肘後、体下線

 

表２  現場後代検定  

名号 頭数 出荷
月齢 枝肉
重量（kg） ﾛｰｽ芯
面積（㎠） ﾊﾞﾗの厚さ（cm） BMS No. 4等級以上率（%）

洋糸波 16 29.8 510.6 73.6 8.9 9.3 94
勝忠久 23 30.1 493.9 71.7 8.8 8.3 91  

利活用の留意点等   

「洋糸波」は，「茂洋」を父に持つ繁殖雌牛との交配，「勝忠久」は，「安福久」を父

に持つ繁殖雌牛との交配は近交係数が高くなるので，注意を要します。  

 最近の基幹種雄牛は大柄であるため，その産子は，生時体重が重く，骨格が大きくなる

傾向にありますので，初産，体格の小さい繁殖雌牛への交配は注意を要します。  

 

                                        ひろいとなみ   かつただひさ  

新しい基幹種雄牛「洋糸波」と「勝忠久」  

酪農肉牛部  肉牛チーム   TEL:0229-72-3101（代表）  


